
 

 

鳥取港の港湾施設使用料の一部改正及び利用方法に関する説明会 質疑応答等 
 

鳥取県港湾課、鳥取港湾事務所 
 

〇日時：令和６年１２月１１日（水）午後２時～午後３時１０分   〇場所：とりぎん文化会館 第２会議室 

〇出席者数 ３５名  

〇質疑応答（主なもの） 

＜６号岸壁での釣り客の乗降について＞ 

質問 回答 

・岸壁の間口は約７０メートル、係留中は５本あ

り、また、６号岸壁でお客の乗降する遊漁船が

４０隻程度と説明を受けたが、どれくらいの乗

降する時間を見込んでいるのか。 

・１隻当たりの乗降が１５分程度、７０メートルのバースだと３

から４バースは付けられます。１時間当たりに換算すると、 

１２から１６隻。３時間程度で４０隻は出ていけると考えてい

ます。 

① ６号岸壁への横付けでは４隻程度しか係留で

きない。賀露住民に道路、歩道などへの駐車

で迷惑をかけている。提案として、縦付けで

きる船は縦付けでもよいのではないか。 

全隻ではなく２便の船は６号岸壁でお客の乗

降をしてもらうことでもよいのではないか。 

② ６号岸壁だけで４０隻をさばくのは厳しい。

３号岸壁、５号岸壁、７号岸壁及び物揚場で

も乗降できる等、柔軟な対応を検討していた

だきたい。 

① 令和７年度は試行期間としているため、その運用の中で検討

してみたいと考えています。 

 

 

 

 

② ７号岸壁及び物揚場の検討は可能です。３号岸壁は制限区域

であること、５号岸壁は港湾工事が始まるため対応は難しい

です。 

 

・令和７年度から、６号岸壁の乗降に協力いただ

ける方はおられるのか。 

・申込はいただいていません。 

 

【主な意見】 

 ・令和７年度は試行実施ではなく、何年何月から実施することでよいのではないか。曖昧な声掛けでは６号岸壁での釣

り客の乗降は誰も協力はしない。 

 ・遊漁船長は、釣り客が道路、歩道、バス停や空き地に駐車し、賀露の住民に迷惑をかけているという自覚をもたない

といけない。  

・賀露１号物揚場に係留する全ての遊漁船釣り客の乗降を６号岸壁で行うと、船が密集状態になり事故に繋がるおそ

れがある。特に１便の寄港と２便の出発で船が集中する夜間の時間帯は危険である。 

 
   

資料２のとおり、釣り客の乗降場所と駐車場について見直しを行いました。 

 

＜釣り客の駐車場について＞ 

質問 回答 

・お客が荷物を船に積み込むときは、賀露１号物

揚場に車を駐車してよいか。 

・賀露１号物揚場に車が集中することは避けたいと考えていま

す。車列ができることが想定されるため、そのような利用はで

きません。 

・県は賀露周辺に駐車場を整備している。そこに

停めることはできないか。 

・駐車場は、公園利用者、港湾利用者のために整備したもので

す。遊漁船のお客も港湾利用者と考えられるため、利用するこ

とは可能と考えています。 

【主な意見】 

最短距離でお客の乗降場所と駐車場があれば有り難いと思う。 
裏面あります。 



 

 

 

 

＜その他＞ 

質問 回答 

・千代地区ボートパーク内の一時係留場所は、５月

から１０月は係留させていただくこととなるが、

お客の乗降はどこでしたらよいか。 

・お客の駐車場は千代地区ボートパークの駐車場を利用してい

ただき、乗降は、鳥取マリーナのところで行っていただいて

結構です。 

・１号物揚場に設置されているチェーンが切れそう

になっている。海が荒れるとチェーンが切れるの

ではないかと心配している。 

・チェーンを修繕しようとすると、全ての船を別の場所に移動

させないといけません。計画を立てて、皆さんに協力いただ

きながら進める必要があります。 

現状の把握から進め予算措置をしていかないといけないた

め、すぐに交換はできません。 

【主な意見】 

令和８年４月１日から賀露１号岸壁・賀露２号岸壁・賀露１号物揚場・賀露２号物揚場で係留する遊漁船は、１隻当

たり年間８２，０００円の使用料を納めることとなるが、今後の施設修繕を考えた時に、その使用料で足りるか心配

である。もっと高くてもいいのではないか。 

 

 

 

（参考） 
 
説明会で説明したスケジュール（案）） 

 以下は説明会で御説明した内容を表形式でまとめたものです。 

年度 内容 

令和７年度 

〇千代地区ボートパーク内に一時係留場所を設定。（６隻分：予定） 

 事前に鳥取港湾事務所に届出が必要。（応募者多数の場合は抽選で決定） 

※令和８年度以降は使用許可・使用料の納入。（８，２００円/月・隻） 

令和８年度 

〇新たな使用料の設定 

 ・賀露１号岸壁、賀露２号岸壁、賀露１号物揚場、賀露２号物揚場 

  ８２，０００円/年・隻  ８，２００円/月・隻  ８２０円/日・隻 

 ・千代地区ボートパークに日単位の使用料の設定 

   ６メートル未満：７４０円/日・区画 

   ６メートル以上８メートル未満：９９０円/日・区画 

 ・千代地区ボートパーク内一時係留場所（再掲） 

   ８，２００円/月・隻 

〇釣り客の乗降場所及び駐車場（別添参照） 

令和１１年度 〇賀露１号物揚場に係留している船長８メートル未満の船舶は千代地区ボートパークに移動 

 ※使用料の額は最終決定したものではありません。 
 

 


